
 

【基本情報】 

名  称：晴海３丁目園  

住  所：〒104-0053 

     東京都中央区晴海3-10-1 Daiwa晴海ビル1F 

電話番号：03-5547-8019  

 

【入所定員】 

年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

定員 5名 8名 8名 8名 8名 8名 

対象年齢 0歳児(7ヶ月以上～5歳児 

【開所時間（延長保育時間含む）】  

月～土  7：30～19：30（延長保育：18：31～19：30）  

保育標準時間認定（11時間） 

7：30～18：30（延長保育：18：31～19：30） 

保育短時間認定（8時間） 

9：00～17：00  

（延長保育：7：30から9：00/17：00～19：30） 

 

閉園日 日曜・祭日 年末・年始（12/29～1/3） 

【保育事業内容】月極保育・延長保育・障がい児保育 

【主な保育プログラム】英語教室・リトミック・体操教室  

【その他】 

駐輪場：なし    駐車場：なし 

園庭 ：なし    ベビーカー置き場：有り 

【入所申込および保育料】 

・各ご家庭により階層別で保育料が決定致します。 

・3 歳～5 歳までのすべてのお子さまの保育料は無償です。

入園申し込みは中央区保育課保育入園係まで。 

 

 

●保育園の様子● 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴海３丁目園では季節を感じられるイベントを計画し、子どもたち

の楽しい想い出づくりのお手伝いをしています。 

★は親子参加型の行事です。上記予定については一部変更の可能

性もあります。 

お誕生会・避難訓練・身体測定・園庭開放は毎月実施します。 

   

4月 

●入園 

・進級お祝い会  

★クラス懇談会 

 

5月 

●こいのぼ り会    

★親子遠足 

6月 

★保育参加 

・参観   

★ 個 人 面 談      

●プール開き 

   

7月 

●七夕会      

★夏祭り 

8月 

●プール納め 

9月 

★引き渡し訓練    

★運動会 

 

10月 

● 芋 ほ り 遠 足     

●ハロウィンパー

ティー 

11月 

★保育参加・参観   

★個人面談 

12月 

★クリスマス発

表会 

 

1月 

 

2月 

●節分会 

★クラス懇談会 

3月 

●ひな祭り会     

★ 卒 園 式       

●お別れ会 

 



●よくあるご質問● 
 

Q． 使用済オムツゴミは持ち帰りですか。  

A．・使用済オムツゴミは自園で廃棄しています。 

 

Q．園庭がありませんがお散歩は行きますか。どこに

行きますか。 

A．・近隣の公園に散歩に行きます。昨今、近隣で保育

園が増えてきて公園が混み合う事もあるので、なるべ

く多く集まり過ぎないようにしています。 

 

 

Q．ベビーカー置き場はありますか。 

A．・専用の置き場はありませんが、玄関に数台置いて

おくことが出来ます。スペースが少ないため歩行の安

定したお子様は、徒歩・自転車での送迎をお願いして

います。 

 

Q．防犯や災害時の対応は？ 

A． 火災や地震を想定した消防訓練を毎月、不審者訓

練を年3回実施しています。登園後に警報等が発令さ

れた場合は、安全のため出来るだけ早くお迎えに来て

頂くようお願いしております。基本的には園舎でお迎

えを待ちますが、園舎にいることが危険と判断した場

合には、決められた避難場所へ避難致します。 

 

 

 

 

 

 

 

晴海３丁目園の園目標 

 

 

 

 

 

 

集金させていただくもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴海３丁目園 

ご案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園舎の写真など 

・明るく元気に挨拶できる子 

・友だちと遊ぶ楽しさを知り、思いやりのある子 

●副食費（3歳児以上）  ￥4,500 

●カラー帽子（たれなし）611円/個 

（たれあり）1,018円/個 

●卒園アルバム・遠足などの費用  実費 

    ※紛失時や希望者のみかかるものがございます。 

園の特色 

・お子様が笑顔で過ごせるよう、職員一同協力して保

育しています。 

・定員数が少規模の園なのでアットホームな雰囲気の

中、お子様一人ひとりの発育にあわせて保育をし、子

どもの「生きる力」を育むべく自然な形で子どもたち

の感受性や知的好奇心を伸ばし、五感で感じる保育の

充実を目指しています。 

 


